
製品機能説明資料 漆喰塗料アレスシックイ琉球

漆喰塗料アレスシックイ琉球の主成分は、消石灰（水酸化カルシウム：Ca(OH)2）で、

その塗膜はpH 11以上の強アルカリ性を示し、抗ウイルス性が高い。
ナノサイズのウイルスを極めの細かい消石灰が吸着、強アルカリで無害化する。

ウイルス感染力低減機能

漆喰塗料アレスシックイ琉球の塗
膜の優れたウイルス感染力低減
効果が確認された。

試験ウイルス：インフルエンザウイルスＡ型（H1N1）

使用細胞：MDCK(NBL-2)細胞ATCC CCL-34株

高病原性鳥インフルエンザH5N1ウイルスによる接触時間との関係

大阪大学微生物病研究所での実験結果
高病原性鳥インフルエンザH5N1ウイルス感染価測定結果
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【抗ウィルス性の確認】
　長崎大学熱帯医学研究所、ウィルス研究の第一人者である安田二朗教授の指導の下
アレスシックイ琉球のウィルス不活化（複製、増殖機能の消失）検証を実施しました。

【ウィルス不活化検証結果】

ウィルスはタンパク質と核酸で構成され、生物の細胞に吸着して複製→増殖します。
アレスシックイ琉球は、ウィルス全般に効果がある事が確認されました。

【なぜウィルスの機能が消失するのか？】
ウィルスは、咳・くしゃみによる飛まつ中や吐しゃ物など
水分とともに存在します。

アレスシックイ琉球の抗ウィルス性について

図：ウィルスの種類と構造

ウィルスがアレスシックイ琉球の多孔質な表

面に付着すると、水分の浸入により消石灰の溶

出が起きて、飛まつが強アルカリ性になります。

アレスシックイ琉球の表面は強アルカリ
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【抗ウィルス性のウィルス不活化検証】

　長崎大学熱帯医学研究所、ウィルス研究の第一人者である安田二朗教授の指導の下

アレスシックイ琉球のウィルス不活化（複製、増殖機能の消失）検証を実施しました。

アレスシックイ琉球は、ウィルス全般に抗ウィルス性の効果があることが確認されました。

アレスシックイ琉球の抗ウィルス性について

ウイルスと塗板を一定時間接触させ、ウイルスの感染価(感染性ウイルスの数の変化を調査
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